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◆◆◆◆
行行行行
けけけけ
行行行行
けけけけ
干干干干
しししし
柿柿柿柿
隊隊隊隊
事事事事
業業業業
◆◆◆◆

二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
五
日
の
柿
収
穫
・
一

六
日
の
柿
加
工
と
柿
を
干
す
工
程
を
経
て
、
水

の
町
屋
御
殿
堰
二
階
に
、
綺
麗
な
橙
色
の
色
彩

が
加
わ
り
ま
し
た
。

干
し
柿
作
り
の
第
一
日
目
に
は
、
一
本
の
木
か

ら
五
〇
〇
個
も
の
柿
の
実
を
収
穫
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

渋
柿
と
の
こ
と
で
す
が
、
橙
色
が
と
て
も
鮮

や
か
で
美
味
し
そ
う
に
見
え
ま
す
。
色
彩
に
つ

ら
れ
て
か
、
鳥
の
往
来
が
増
え
た
よ
う
な
気
も

し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
渋
柿
が
美
味
し
い
干
し
柿
に
な
る

に
は
二
～
三
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
一
週
間

ほ
ど
経
過
す
る
と
、
外
皮
が
固
く
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
状
態
に
な
っ
た
ら
、
指
で
押
す
よ
う
に

し
て
軽
く
揉
み
ま
す
。
数
日
後
に
ま
た
揉
む
こ

と
で
、
表
面
は
固
い
け
れ
ど
中
が
渋
い
と
い
う

こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。
揉
む
こ
と
に
よ
っ
て
渋
が

早
く
抜
け
て
甘
く
な
り
ま
す
。

桶桶桶桶
町町町町

樽樽樽樽
物物物物
町町町町

塗塗塗塗
師師師師
町町町町

材材材材
木木木木
町町町町

御
殿
堰

大
黒
天
便
り

山
形
市
中
心
市
街
地
を
流
れ

る
御
殿
堰
。
そ
の
豊
か
な
水
の

流
れ
を
見
守
っ
て
い
る
の
が
私

「
御
殿
堰
大
黒
天
」
で
す
。

「
大
黒
天
便
り
」
で
は
、
わ
た
し
大
黒
天
が
御
殿

堰
の
歴
史
・
季
節
の
話
題
・
生
活
の
知
恵
な
ど

『
な
る
ほ
ど
！
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
第
一
五
号
で
す
。

山山山山
形形形形
ああああ
れれれれ
ここここ
れれれれ⑫⑫⑫⑫

宝宝宝宝
紅紅紅紅
庵庵庵庵

蝋蝋蝋蝋
燭燭燭燭
町町町町

鍛鍛鍛鍛
冶冶冶冶
町町町町

伊伊伊伊
賀賀賀賀
町町町町

地地地地
蔵蔵蔵蔵
町町町町

弓弓弓弓
町町町町

十

越

『
も
み
じ
公
園
』
の
名
前
で
親
し
ま
れ
て
い
る
『
宝

紅
庵
』
は
、
山
形
市
東
原
町
に
あ
り
ま
す
。

宝
紅
庵
は
山
形
市
内
で
最
も
美
し
い
庭
園
と
言

わ
れ
、
植
栽
さ
れ
た
古
木
の
モ
ミ
ジ
や
山
形
の
扇
状

地
に
生
え
て
い
た
ケ
ャ
キ
・
杉
な
ど
幾
重
に
も
重

な
り
合
っ
て
池
に
映
る
緑
陰
の
姿
に
足
を
止
め
て

写
真
撮
影
を
す
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

山
形
城
の
始
祖
斯
波
兼
頼
公
が
民
心
の
安
定
を

は
か
る
た
め
に
、
大
曽
根
の
庄
に
あ
っ
た
古
寺
を
こ

こ
に
移
し
て
真
言
宗
の
宝
幢
寺
を
建
立
し
ま
し
た
。

一
六
六
五
年
前
後
、
時
の
城
主
松
平
下
総
守
忠
弘

が
、
江
戸
の
庭
師
と
共
に
山
形
城
の
本
丸
庭
園
の
余

石
と
吉
野
の
紅
葉
を
用
い
て
、
自
ら
石
組
み
な
ど
に

手
を
入
れ
た
庭
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時

は
小
さ
な
池
を
設
け
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
一
八
八

六
年
当
時
の
松
平
直
矩
公
（
後
に
姫
路
城
に
転
封
さ

れ
た
）
の
姫
君
が
病
気
に
な
り
、
寺
で
祈
願
し
た
所

よ
く
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
松
平
公
は
御
礼

に
京
都
の
高
尾
山
か
ら
紅
葉
を
取
り
寄
せ
、
大
小
の

庭
石
を
並
べ
、
回
遊
型
の
庭
園
を
作
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
庭
園
に
は
築
山
が
三
つ
、
三
尾
の

山
（
高
尾
・
槇
之
尾
・
栂
之
尾
）
が
あ
り
、
池
は
「
心

字
池
」
で
小
堀
遠
州
流
を
伝
え
る
池
泉
回
遊
庭
園
と

言
わ
れ
る
名
園
に
な
り
ま
す
。

美
し
い
庭
園
を
借
景
と
し
て
、
昭
和
五
三
年
に
清

風
荘
の
隣
に
「
宝
紅
庵
」
と
い
う
茶
室
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
茶
室
「
宝
紅
庵
」
は
二
年
に
渡
っ
て
建
て
ら

れ
、
全
て
の
流
派
が
利
用
で
き
る
市
民
の
茶
室
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
季
節
は
、
『
も
み
じ
公
園
』
の
名
前
の
通
り

「
紅
葉
」
の
美
し
い
季
節
で
す
。
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催催催催
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一
〇
月
一
五
日
・
一
六
日
に
開
催
し
た
「
行

け
行
け
干
し
柿
隊
事
業
」
。

御
好
評
に
つ
き
、
第
二
弾
を
開
催
致
し
ま
す
。

【【【【
日日日日
程程程程
】】】】
一
一
月
一
三
日
（
日
）

【【【【
時時時時
間間間間
】】】】
九
時
～
一
五
時

【【【【
会会会会
場場場場
①①①①

柿柿柿柿
のののの
収収収収
穫穫穫穫
】】】】

山
形
市
柏
倉
・
八
幡
中
部
落

【【【【
会会会会
場場場場
②②②②

干干干干
しししし
柿柿柿柿
作作作作
りりりり
】】】】

山
形
市
七
日
町

水
の
町
屋
御
殿
堰
２
階

【【【【
費費費費
用用用用
】】】】
無
料

【【【【
特特特特
典典典典
】】】】

特
選
呉
服
結
城
屋
謹
製
「
飾
り
柿
」

柿
（
渋
柿
・
自
分
で
作
っ
た
干
し
柿
の
持
帰

り
）【【【【

進進進進
行行行行
】】】】

①
柿
も
ぎ
隊

九
時
・
八
幡
中
公
民
館
集
合
・
説
明

九
時
半
・
収
穫
作
業
開
始

一
一
時
半
・
作
業
終
了
・
昼
食

一
二
時
半
・
七
日
町
に
移
動

干
し
柿
班
に
合
流

②
干
し
柿
隊

一
一
時
・
作
業
場
準
備

一
二
時
・
実
演
宣
伝
開
始

一
三
時
・
収
穫
班
と
合
流

干
し
柿
作
り
開
始

【【【【
申申申申
込込込込
方方方方
法法法法
】】】】

「
参
加
者
の
名
前
・
住
所
・
電
話
番
号
」
を
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
折
り
返

し
、
参
加
受
付
の
ご
連
絡
を
致
し
ま
す
。

【【【【
問問問問
合合合合
先先先先
（（（（
高高高高
橋橋橋橋
））））
】】】】

〇
七
〇
（
五
四
七
八
）
〇
九
〇
二

【【【【
ＦＦＦＦ
ＡＡＡＡ
ＸＸＸＸ
】】】】

〇
二
三
（
六
三
五
）
二
四
五
〇

次号の発行は

十二月七日です。

来月も皆様と紙面でお会い

できるのを楽しみにしています。

◆◆◆◆
光光光光
のののの
ププププ
ロロロロ
ムムムム
ナナナナ
ーーーー
ドドドド
◆◆◆◆

山
形
の
冬
の
風
物
詩
『
光
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
』
。

年
末
年
始
恒
例
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
今

年
も
あ
た
た
か
い
光
で
街
を
包
み
こ
み
ま
す
。

水
の
町
屋
御
殿
堰
で
は
、
施
設
内
の
樹
木
の

他
に
「
か
く
れ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
が
あ
り

ま
す
。

覗
き
こ
ま
な
い
と
気
が
付
か
な
い
場
所
な
の
で

す
が
、
発
見
し
た
時
の
歓
声
が
た
び
た
び
聴
こ

え
て
き
ま
し
た
。

光
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
は
、
山
形
市
七
日
町
大

通
り
の
『
十
日
町
角
～
文
翔
館
前
』
ま
で
の
約
一

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

あ
た
た
か
い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み

に
、
是
非
七
日
町
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

【
開
催
期
間
】

二
〇
一
一
年
一
一
月
一
八
日
（
金
）

～
二
〇
一
二
年
一
月
一
〇
日
（
火
）

◆◆◆◆
湯湯湯湯
殿殿殿殿
山山山山
神神神神
社社社社

「「「「
熊熊熊熊
手手手手
市市市市
」」」」
とととと
大大大大
露露露露
店店店店
市市市市
◆◆◆◆

湯
殿
山
神
社
境
内
と
文
翔
館
前
広
場
が
熊
手

な
ど
の
露
店
で
賑
わ
い
ま
す
。
を
み
せ
る
。
（
露

店
は
湯
殿
山
神
社
西
側
の
道
路
）

【
日
時
】

一
一
月
二
二
日
（
火
）
～
二
三
日
（
水
祝
）

～山形の冬の風物詩～

「第二十回 光のプロムナード2010」＠御殿堰


